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（２） 2003.10  広報おおの

十
月
は
リ
サ
イ
ク
ル
月
間
で
す
。
現
在
、
福
井
県
全

体
で
「
ご
み
ゼ
ロ
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
ご
み
の
排

出
量
を
全
国
で
一
番
少
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
全
国

で
一
番
高
く
す
る
「
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
日
本

一
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
資
源
ご

み
の
出
し
方
な
ど
に
つ
い
て
改
め
て
紹
介
し
ま
す
。

古紙類は、再生される紙の種類によって大きく三種類
に分かれます。紙ひもなどで縛って出してください。
地域で行われている集団回収なども利用しましょう。

新聞紙に折り込まれてく

るチラシなどは「その他の

紙」となります。新聞紙と

は別に出してください。

「段ボール」と一緒に、厚紙など

のボール紙が混ざっていることがあ

ります。このような紙は「その他の

紙」となります。ご注意ください。

① 新聞紙 ② 段ボール

③ その他の紙（雑誌・包装紙・ボール紙・チラシなど）

「その他の紙」には、お菓子の空き箱などのボール紙も含まれ
ます。紙は名刺大の大きさであればリサイクル可能です。小さな
ものは紙袋にまとめるなど、工夫してごみを減らしましょう。

ティシュペーパーの箱
（ビニールは取り除く）

封筒（ビニール・セロ
テープは取り除く）

お菓子の箱（中袋など
紙以外のものは除く）

紙袋（封筒や名刺など小さな
紙をまとめると便利です）

新聞の折り込み広告
などのチラシ

※リサイクルできないもの 
　 
　シュレッダーくず、紙
コップなどワックス加工
されたもの、感熱紙、写
真、ビニールコート紙、
防水加工紙、カーボン紙、
油紙など 

古紙類 古紙類 

 10月はリサイクル月間 10月はリサイクル月間 
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ペットボトル ペットボトル 缶　類 缶　類 

空きビン 空きビン 紙容器類 紙容器類 

ペットボトルは、カーペットやマット
などの原料となる糸へとリサイクルされ
ます。不純物の混入を避けるため、キャ
ップをとって、ラベルをはがし、中を水
洗いをしてから出してください。

スチール缶・アルミ缶・缶詰の缶・スプレー
缶など。中身を空っぽにしてから出しましょう

※大きい缶は、燃やせな

いごみとして出してく

ださい。回収後クリー

ンセンターで選別し、

資源ごみとします

※スプレー缶は屋外

でガス抜きをして

から出しましょう

このマークのペ

ットボトルに限る

※キャップは
燃やせない
ごみへ

※ラベルは
燃やせる
ごみへ

飲食類などに使用さ
れるビンはリサイクル
可能です。キャップを
とって中を水洗いし、
色別に出しましょう。

（ラベルをはがす必要は
ありません）
※化粧ビンや耐熱ガラ
スなど材質の異なる
ビンは、燃やせない
ごみとなります

牛乳パックなどの紙容器類は、中を洗って
切り開き、乾燥させたものを、紙ひもなどで
束ね、ごみステーションや各地区の集落セン
ター、公民館などへ出しましょう。

※牛乳パックは良質の紙パルプを原料とし
ています。そのため30枚程度（約１㌔）
の紙パックで、約５本のトイレットペー
パーをつくることができます。

ガラスビンリサイクル促進協議会の資料に
よると、平成13年度のガラスビンのリサイク
ル率（カレット利用率）は約82㌫でした。

ラベル 

キャップ 

（その他のビン）

分別された空きビン
細かく砕く
（カレット化）

新しい
ビンへ
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 テレビ 
エアコン 
冷蔵庫 
洗濯機 

家電リサイクル券の料金 
・テレビ　　2,700円（税別） 
・エアコン　3,500円（税別） 
・冷蔵庫　　4,600円（税別） 
・洗濯機　　2,400円（税別） 

　家電４品目（テレビ・エアコン・冷蔵庫・洗濯機）を廃
棄する場合、家電リサイクル法に基づき適正な処理を行う
必要があります。下記の方法で処理を行ってください。 

許可業者 
・大野自動車解体（165・４８７０） 

・木村商店（165・３８４１） 

・忠南環境㈱（165・２２９９） 

・日本通運㈱奥越支店（166・２００８） 

※引き取り場所はメーカーによって分かれます 

　Ａグループ（松下電器・東芝など） 
　　池田金属㈱　福井市文京７丁目23－26 
　　（1０７７６・２１・３１３１）　 

　Ｂグループ（日立・三菱・三洋・シャープなど） 
　　日本通運㈱福井支店　福井市花堂北1－1－30 
　　（1０７７６・３６・５５６１） 

※これら４品目はクリーンセンターでは取り扱いません。 

①小売店へ依頼する 
家電の購入や買い替えをしたお店に依頼する場合 

※小売店が家電リサイクル券を購入する料金と収集運搬に 
　かかる料金などが必要となります。 

消費者 
（排出者） 

電気小売店 
（お店） 

引き取り 
場所 

収集 運搬 

持ち込み 

②許可業者へ依頼する 
消費者が自分で家電リサイクル券を購入し依頼する場合 

※家電リサイクル券の料金のほか、許可業者へ運搬などを 
　依頼する料金などが必要となります。 

郵便局で家電 
リサイクル券 
を購入 

消費者 
（排出者） 許可業者 

引き取り 
場所 

収集 
運搬 

持ち込み 

③引き取り場所へ持ち込む 
家電リサイクル券を購入し、自分で引き取り場所へ持ち込む場合 

 
消費者 

（排出者） 
引き取り 
場所 

運搬（消費者） 郵便局で家電 
リサイクル券 
を購入 
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　家庭から出る使用済みパ
ソコン（ＰＣ）の回収・リ
サイクルが始まりました。 
　これは消費者とメーカー
が協力しながら、廃棄物の
削減と資源の有効利用促進
を目指すものです。 
 
　９月30日までに販売さ
れたパソコンについては、
消費者がリサイクル料金を
負担し、メーカーへ回収を
依頼することになります。 

※10月以降に販売される
パソコンは、販売価格に
リサイクル料金が含まれ
ています（ＰＣリサイク
ルマークが付きます） 

パ ソ コ ン 

2 0 0 3 年 10 月 ス タ ー ト 2 0 0 3 年 10 月 ス タ ー ト 

「ごみ減量化へ」すすめよう！3Ｒ 

　３Ｒは、リデュース（Ｒｅｄｕｃｅ）、リユース（Ｒｅｕｓｅ）、 
リサイクル（Ｒｅｃｙｃｌｅ）の３つの頭文字。 
　「ごみゼロ社会」の実現へ、身近なところから取り組みましょう。 

問い合わせ先　 

　生活環境課（166・１１１１内線４６２）・クリーンセンター（165・６１２０） 

　できるだけ、ごみを作ら
ない。無駄ものは買わない、
もらわない。 

リデュース 
　（Ｒｅｄｕｃｅ） 

ごみを減らそう！　 
物を大切に使おう！ 

リユース 
　（Ｒｅｕｓｅ） 

繰り返し使おう！ 

リサイクル 
　（Ｒｅｃｙｃｌｅ） 

再び資源として　　 

　　　利用しよう！ 

　まだ使えるものは、ごみ
にしない。繰り返し大切に
使いましょう。 

　不要になったものを捨てる
ときは、資源として使えるよ
う正しく処理しましょう。 

回収対象品 

メーカーが公表 
した回収・リサ 
イクル料金 

・デスクトップパソコン本体 
・ノートパソコン 
・液晶ディスプレイ 
・液晶ディスプレイ一体型パソコン 

・ＣＲＴ（ブラウン管） 
　ディスプレイ 
・ＣＲＴディスプレイ 
　一体型パソコン 

各3,000円（税別） 各4,000円（税別） 

※ＰＣリサイクルマーク

①不要となったパソコンの回
収をメーカーに申し込む

③直接、郵便局（簡易郵
便局を除く）へ持ち込
むか取りにきてもらう

④郵便局がメー
カーへ送る

②メーカーが
郵便局へ回
収を指示

⑤メーカーで
再資源化

※リサイクル
料金を負担

回収申込

戸口回収

持ち込み
回収指示

配送



普
段
生
活
し
て
い
る
場
所
と
は
異

な
る
土
地
に
滞
在
し
て
行
う
創
作

活
動
が
、
芸
術
家
に
刺
激
を
与
え

る
と
同
時
に
、
そ
の
土
地
に
住
む

人
た
ち
へ
刺
激
を
与
え
ま
す
。

芸
術
家
と
市
民
と
の
交
流
を
は

じ
め
、
ア
ト
リ
エ
を
利
用
す
る
芸

術
家
同
士
の
交
流
。
ま
た
ア
ト
リ

エ
に
集
ま
る
市
民
同
士
の
交
流
な

ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
「
大
野
ア
ー
ト
・
ウ
エ

ー
ブ
」
で
は
、
昨
年
と
同
じ
く
、

二
人
の
作
家
が
「
水
」
を
テ
ー
マ

に
創
作
活
動
を
行
い
ま
す
。

作
品
は
一
点
以
上
残
さ
れ
、
常

設
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

大
森

お
お
も
り

悟
さ
と
る

さ
ん
（
福
井
市
）

専
門
分
野
・
現
代
芸
術

茨
城
県
出
身
（
福
井
大
学
　
教

育
地
域
科
学
部
地
域
文
化
課
程

（６） 2003.10  広報おおの

生
涯
学
習
コ
ー
ス
助
教
授
）

松
藤

ま
つ
ふ
じ

孝
一

こ
う
い
ち

さ
ん
（
名
古
屋
市
）

専
門
分
野
・
ガ
ラ
ス

佐
賀
県
出
身
（
名
古
屋
芸
術
大

学
　
造
形
科
非
常
勤
講
師
）

一
定
の
期
間
、
芸
術
家
（
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
）
が
そ
の
土
地
に
滞
在

し
、
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
し
な

が
ら
創
作
活
動
を
行
う
「
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

（
Ａ
Ｉ
Ｒ
）」。

そ
の
大
野
版
で
あ
る
「
大
野
ア

ー
ト
・
ウ
エ
ー
ブ
」
が
、
清
瀧
に

設
け
た
ア
ト
リ
エ
（
工
房
）
で
八

月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
Ａ
Ｉ
Ｒ
は
欧
米
で
始
ま
っ

た
も
の
で
、
近
年
日
本
で
も
注
目

を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

創
作
活
動
通
し
交
流

テ
ー
マ
は
「
水
」

昨年度の作品
第一回大野アート・ウエーブで作られた

作品が、市内で展示されています。

「トキノウロコ」
岩本
いわもと

宇司
た か し

作（本願清水イトヨの里）

「ＣＩＲＣＬＥ（サークル）」
湊谷
みなとや

源邦
もとくに

作（有終公園）

第
２
回
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市職員などの給与 市職員などの給与 
　市職員などの給与は、地方自治法および地方公務員法の規定に基づき、市の条例で定めら
れています。平成14年度に支給された市長など市三役・市議会議員の報酬や手当、市職員の
給料や手当、職員数などの状況です 

●人件費の状況 （平成14年度普通会計決算） 

住民基本 
台帳人口 
（H15.3.31） 
 39,328人 

千円 
14,302,557

千円 
2,914,389

　 
20.4％ 

　 
20.1％ 

歳出額 
（Ａ） 

人件費 
（Ｂ） 

人件費率 
（B/A） 

Ｈ13年度 
人件費率 

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます 

※国の数値は平成14年４月１日現在 

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している 
　場合の勤務年数をいいます 

●特別職の報酬等の状況 （平成15年４月１日現在） 

（平成15年４月１日現在） 

●一般行政職の級別職員数 （平成15年４月１日現在） 

●定員の状況 （各年４月１日現在） 

区　　分 

一 般 行 政 
特別行政（教育） 
公営企業等会計 
　 合　　計 

244 
87 
28 
359

243 
86 
28 
357

243 
83 
30 
356

Ｈ13年 Ｈ14年 Ｈ15年 
職　　員　　数 

※臨時・嘱託職員を除いた職員数です 

区　分 

区 分 

区 分 

市　長 
助　役 
収入役 

議　長 
副議長 
議　員 

908,890円 
748,720円 
648,760円 

448,000円 
377,000円 
357,000円 

給料月額 期末手当（14年度支給割合） 

区　分 報酬月額 

６月期　1.45カ月 

12月期　1.55カ月 

３月期　0.50カ月 

　計　　3.50カ月 

●職員の平均給与月額と平均年齢 

大野市 
国 

一般行政職 技能労務職 
平均給料月額  平均年齢 
31万4,766円   39.1歳 
33万2,052円   40.4歳 

平均給料月額  平均年齢 
29万5,608円   45.8歳 
29万　731円   48.8歳 

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額 

高校卒 

大学卒 

139,500円 

161,000円 

178,400円 

205,100円 

235,100円 

 280,900円 

409,100円 

429,900円 

初任給 経験5～6年 経験10～14年 経験25～29年 

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支 給 総 額 

職員１人当たりの平均支給年額 
(管理職などを除く326人)

37.1％ 
（38.5％） 

6万9,420円 
（6万7,963円） 

8,404万6千円 
（8,345万円） 
25万8千円 
（25万5千円） 

25種類 
（25種類） 

支給対象職員１人当たりの平均支給年額 

手　　　　　　　当　　　　　　　数 

※職員に支給されている主な手当 
　①保育業務手当　②清掃業務手当　③税務事務手当　④社会福祉 
　業務手当　⑤幼児教育業務手当　⑥大型特殊自動車運転業務手当 

●職員給与費の内訳 （平成15年度一般会計予算） 

（平成14年度支給割合） 

（平成14年度支給割合） 

給　料 計 職員手当 期末・ 勤勉手当 
職員１人 
当たり 

給　　　与　　　費 

※職員一人当たり給与費は、一般会計予算の職員数（327人）で計算 

千円 
1,237,290 
64.0％ 

千円 
173,424 
 9.0％ 

千円 
523,117 
27.0％ 

千円 
1,933,831

千円 
5,914

 

●主な職員手当の状況 
（1）期末･勤勉手当 

区分 
６月期 
12月期 
３月期 
計 

1.45カ月 
1.55カ月 
0.50カ月 
3.50カ月 

0.60カ月 
0.55カ月 
－ 

1.15カ月 

2.05カ月 
2.10カ月 
0.50カ月 
4.65カ月 

期末手当 勤勉手当 計 

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります 
 

（2）退職手当 

区　　分 

勤 続 2 0 年 
勤 続 2 5 年 
勤 続 3 5 年 
最高支給限度額 

21カ月 
33.75カ月 
47.5カ月 
60カ月 

28.875カ月 
44.55カ月 
62.7カ月 
62.7カ月 

支　給　率 
自己都合 勧奨・定年 

 １人当たり平均支給額 2,234万5千円 

（3）特殊勤務手当 （　）内は13年度 

（4）時間外勤務手当 （　）内は13年度 

職員数 
214人 

保育士・保健婦など 
の職および技能職 

を除く 

１級  
主事・技師 
3人(1.4％)

９級　部長 
6人(2.8%)

２級  
主事・技師 
24人 

(11.2％)　  

３級 
主事・技師 
38人 
(17.8％)

４級 
主査・主事・技師 
32人(15.0％） 

５級 
係長・主査 
20人(9.3％)

７級 
課長補佐 
23人 
(10.7％)

８級 
課長 
24人 
(11.2％)

６級  
課長補佐・係長 
44人(20.6％)
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皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）
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る
ま
ば
た
き
の
減
少
、
ま
た
、
ま

ば
た
き
を
し
て
い
て
も
不
完
全
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
使
用
や
目

の
病
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
が

原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

直
接
目
に
関
係
す
る
も
の
ば
か
り

で
は
な
く
、
日
常
の
生
活
習
慣
と

密
接
に
か
か
わ
る
も
の
が
多
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

次
の
項
目
は
、
ド
ラ
イ
ア
イ
の

自
覚
症
状
。
い
く
つ
当
て
は
ま
る

か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
目
が
疲
れ
や
す
い

②
目
が
乾
い
た
感
じ
が
す
る

③
目
が
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
す
る

④
目
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る

⑤
目
が
重
い

⑥
目
が
痛
い

⑦
何
と
な
く
目
に
不
快
感
が
あ
る

⑧
目
や
に
が
で
る

⑨
目
が
赤
い

⑩
光
が
と
て
も
ま
ぶ
し
い

⑪
目
が
か
ゆ
い

⑫
物
が
か
す
ん
で
見
え
る

⑬
涙
が
出
る

五
つ
以
上
当
て
は
ま
る
場
合
は

ド
ラ
イ
ア
イ
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

眼
精
疲
労
な
ど
の
予
防
に
、
目

へ
の
環
境
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

・
目
に
余
計
な
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
、
必
要
な
場
合
は
眼
鏡
な

ど
で
視
力
を
矯
正
す
る

・
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
は
、
画
面
を

見
下
ろ
す
位
置
で
。
机
や
い
す

の
高
さ
を
調
整
す
る

・
エ
ア
コ
ン
な
ど
空
調
の
風
を
直

接
目
に
あ
て
な
い
。
乾
燥
し
す

ぎ
な
い
よ
う
部
屋
の
湿
度
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る

・
意
識
し
て
ま
ば
た
き
を
す
る

（
点
眼
薬
の
利
用
も
効
果
的
）

・
目
に
小
ま
め
な
休
息
を
。
特
に

酷
使
す
る
場
合
は
、
一
時
間
に

十
分
程
度
休
息
す
る

・
机
の
上
な
ど
目
を
使
う
場
所
の

明
る
さ
に
気
を
付
け
る

テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、
車
の
運

転
な
ど
で
酷
使
し
た
目
を
休
め
る

に
は
、
ま
ず
充
分
な
睡
眠
を
取
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
遠
く
の

緑
を
眺
め
る
こ
と
や
、
蒸
し
た
タ

オ
ル
で
目
の
周
り
を
暖
め
る
こ
と

な
ど
も
疲
労
回
復
に
効
果
的
で
す
。

目
の
疲
れ
は
肩
こ
り
や
頭
痛
な

ど
全
身
へ
と
影
響
し
、
放
っ
て
お

く
と
病
気
へ
と
発
展
す
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。
目
と
体
、
両
面
か
ら

健
康
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

改
善
し
よ
う
目
の
環
境

ドライアイ

～ちょっと気になる健康料理～
簡単にできるカボチャスープ

（エネルギー：37㌔㌍　塩分：1.3㌘）
カボチャに多く含まれるβカロテンには、肌や粘膜

を丈夫にし体に抵抗力を付ける作用や、がんを予防す
る抗酸化作用などがあります。
①カボチャと玉ネギを薄切りにする。
（カボチャの皮できれいな部分は、そのまま使う）

②ナベにバターを溶かし、玉ネギ、カボチャの順にい
ためる。水とコンソメスープのもとを加え柔らかく
煮る。
③パセリは葉を刻み、クッキングペーパーに包んで水
気を取る。
④②に低脂肪乳を加え、沸騰させない程度に加熱する。
途中でスープの具をある程度までつぶす。

⑤器に盛り付け、
刻みパセリを散
らして完成。

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

十
月
十
日
は
「
目
の
愛
護
デ
ー
」。
こ
れ
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字

の
「
10
」
を
横
に
す
る
と
「
ま
ゆ
」
と
「
目
」
の
形
に
な
る
こ

と
か
ら
一
九
三
一
年
に
中
央
盲
人
福
祉
協
会
が
提
唱
し
た
「
視

力
保
存
デ
ー
」
を
、
戦
後
、
厚
生
省
が
改
称
し
て
で
き
た
も
の

で
す
。
そ
の
愛
護
デ
ー
に
ち
な
み
、
最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
ド

ラ
イ
ア
イ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。自

覚
症
状
で
チ
ェ
ッ
ク

材料（４人分）
カボチャ・・・・・・・300㌘
玉ネギ・・・・・・・・100㌘
バター・・・・・・・・ 10㌘
水・・・・・・・・・300㍉㍑
低脂肪乳（牛乳）・・300㍉㍑
コンソメスープのもと・・2個
パセリの葉・・・・・・・少々

ド
ラ
イ
ア
イ
は
、
眼
精
疲
労
の

一
種
で
す
。
涙
の
量
が
少
な
く
な

っ
た
り
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
に
よ
り
、
目
の
表
面
に
傷

な
ど
が
で
き
る
病
気
で
す
。

こ
の
原
因
に
は
大
き
く

・
涙
の
分
泌
量
の
低
下

・
涙
の
蒸
発

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
分
泌
量
の
低
下
に
は
、
身

体
的
疲
労
や
精
神
的
ス
ト
レ
ス
な

ど
が
影
響
。
蒸
発
に
は
部
屋
の
空

気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
や
、
車

の
運
転
・
Ｏ
Ａ
機
器
の
使
用
に
よ

ド
ラ
イ
ア
イ
と
は
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ＳＳＴＴＯＯＰＰ！！安安易易なな借借りり入入れれ

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
能
力
を
超
え
た

商
品
の
購
入
や
借
金
な
ど
の
結
果
、
返
済
が
で
き
な
く

な
っ
て
自
己
破
産
し
た
と
い
う
人
の
数
が
年
々
増
え
て

い
ま
す
。
全
国
の
個
人
に
よ
る
自
己
破
産
の
申
立
件
数

は
、
二
〇
〇
二
年
に
二
十
万
件
を
突
破
。
二
十
一
万
四

千
六
百
三
十
四
件
と
な
り
ま
し
た
。

る
し
く
み
で
、
最
初
の
貸
金
業
者

が
厳
し
い
取
り
立
て
を
行
う
と
同

時
に
、
別
の
貸
金
業
者
が
借
り
換

え
を
勧
誘
す
る
な
ど
の
手
口
を
使

い
、
借
金
を
雪
だ
る
ま
式
に
膨
れ

上
が
ら
せ
ま
す
。

【
紹
介
屋
】

あ
た
か
も
低
金
利
で
融
資
を
行

う
よ
う
に
思
わ
せ
て
多
重
債
務
者

な
ど
を
呼
び
込
み
、
借
金
の
相
談

な
ど
を
行
っ
た
あ
と
「（
多
重
債

務
者
だ
か
ら
）
う
ち
で
は
貸
せ
な

い
が
、
ほ
か
の
店
を
紹
介
す
る
」

な
ど
と
ほ
か
の
店
か
ら
借
り
入
れ

さ
せ
、
そ
の
手
数
料
と
し
て
お
金

を
だ
ま
し
取
る
業
者
。

多
重
債
務
な
ど
の
追
い
込
ま
れ

た
状
況
で
は
、
冷
静
な
判
断
が
で

き
な
く
な
り
、
手
軽
さ
や
目
先
の

お
金
に
と
ら
わ
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で

も
、
ヤ
ミ
金
融
か
ら
の
借
金
は
、

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
お
金
の

借
り
入
れ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

利
用
な
ど
の
前
に
、
本
当
に
必
要

か
ど
う
か
、
も
う
一
度
よ
く
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
困
っ
た
な
と
思
っ
た
ら

早
め
に
警
察
や
消
費
者
相
談
セ
ン

タ
ー
な
ど
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

が
で
き
る
は
ず
で
す
。

お
金
の
借
り
入
れ
を
行
う
よ
う

な
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・
本
当
に
借
り
入
れ
が
必
要
か
、

別
の
方
法
が
な
い
か
、
な
ど
、

借
り
入
れ
を
行
う
前
に
も
う
一

度
よ
く
考
え
る

・
無
理
な
く
確
実
に
返
済
が
で
き

る
か
、
返
済
の
計
画
が
あ
る
の

か
を
確
認
す
る

・
手
数
料
や
金
利
は
い
く
ら
に
な

る
の
か
を
確
認
す
る

・
契
約
書
の
内
容
が
理
解
で
き
、

納
得
で
き
る
か
を
確
認
す
る

「
無
担
保
で
融
資
し
ま
す
。
他

店
で
断
ら
れ
た
方
も
Ｏ
Ｋ
」
な
ど

と
、
利
用
者
の
心
理
を
巧
み
に
突

い
て
借
り
入
れ
の
勧
誘
を
行
う
悪

質
な
貸
金
業
者
。

し
か
し
、
い
っ
た
ん
借
り
入
れ

て
し
ま
う
と
、
法
外
な
高
金
利
の

利
息
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
返
済
が
遅
れ
た
場
合

に
は
、
催
促
を
行
う
脅
迫
ま
が
い

現
在
、
多
く
の
借
入
先
か
ら
借

金
を
重
ね
、
返
済
が
困
難
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
人
（
多
重

債
務
者
）
の
数
は
、
全
国
で
少
な

く
と
も
百
五
十
万
か
ら
二
百
万
は

存
在
す
る
と
言
わ
れ
、
そ
の
多
く

が
借
金
を
返
済
す
る
た
め
に
、
さ

ら
に
借
金
を
繰
り
返
す
と
い
う
悪

循
環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
深
刻
な
経
済
不
況
ば

か
り
で
な
く
、
消
費
者
金
融
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
増
加
な

ど
を
原
因
と
し
て
起
こ
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
多
重
債

務
は
、
自
己
管
理
を
し
っ
か
り
と

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
免
れ
る
こ
と

増
え
る
多
重
債
務
者

の
電
話
が
、
本
人
や
家
族
だ
け
で

は
な
く
、
親
類
や
職
場
へ
も
か
か

っ
て
く
る
な
ど
、
厳
し
い
取
り
立

て
を
行
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悪
質
な
貸
金
業
者

は
「
ヤ
ミ
金
融
」
と
呼
ば
れ
、
次

の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

【
〇
九
〇
金
融
】

電
柱
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
「
来

店
不
要
、
即
日
融
資
」「
テ
レ
フ

ォ
ン
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
」
な
ど
の
言

葉
と
、
〇
九
〇
か
ら
始
ま
る
携
帯

電
話
の
番
号
の
み
を
書
い
た
は
り

紙
や
看
板
で
客
を
集
め
る
業
者

【
都
１
（
ト
イ
チ
）
業
者
】

東
京
都
知
事
登
録
を
受
け
て
い

な
が
ら
、
法
外
な
利
息
で
金
を
貸

し
付
け
る
業
者
。
貸
金
業
登
録
を

し
て
三
年
未
満
の
業
者
の
場
合
、

登
録
番
号
が
「
都
１
」
で
始
ま
る

こ
と
か
ら
呼
び
名
が
つ
き
ま
し
た
。

無
登
録
に
よ
る
警
察
の
摘
発
を
逃

れ
、
広
告
を
出
し
や
す
く
す
る
目

的
で
登
録
し
て
い
ま
す
。

【
シ
ス
テ
ム
金
融
】

資
金
繰
り
に
困
っ
た
商
工
業
者

な
ど
へ
「
即
日
融
資
し
ま
す
」
と

い
う
う
た
い
文
句
で
勧
誘
し
、
担

保
代
わ
り
に
手
形
や
小
切
手
を
送

ら
せ
て
融
資
を
行
う
業
者
で
す
。

複
数
の
業
者
が
借
入
者
の
情
報

を
共
有
し
、
借
金
を
繰
り
返
さ
せ

利
用
は
よ
く
考
え
て
か
ら

悪
質
業
者
に
注
意
！



平
成
十
四
年
十
一
月
に
土
地
と

家
を
売
る
契
約
を
し
、
平
成
十
五

年
二
月
に
買
い
手
へ
の
所
有
権
移

転
登
記
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
の
固
定
資
産
税

は
、
買
い
手
、
売
り
手
の
ど
ち
ら

に
課
税
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
場
合
、
平
成
十
五
年
度
の

固
定
資
産
税
は
、
売
り
手
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

地
方
税
法
で
は
、
毎
年
一
月
一

日
現
在
で
土
地
、
家
屋
の
所
有
者

と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
人
に
、

そ
の
年
度
の
固
定
資
産
税
を
課
税

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

土
地
や
家
屋
を
売
買
す
る
と
き

は
、
後
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な

い
よ
う
、
固
定
資
産
税
の
支
払
い

に
つ
い
て
も
十
分
に
話
し
合
う
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
登
記
の
な
い
建
物
の
売
買

や
譲
渡
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

納
税
義
務
者
な
ど
の
変
更
手
続
き

が
必
要
で
す
。
必
ず
市
役
所
税
務

課
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

土
地
と
家
の
名
義
人
に
な
っ
て

い
る
私
の
親
が
死
亡
し
ま
し
た
。

相
続
人
は
三
人
い
ま
す
が
、
相
続

登
記
は
ま
だ
先
に
な
り
ま
す
。

来
年
度
の
固
定
資
産
税
は
だ
れ

に
課
税
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

土
地
や
家
屋
の
所
有
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
そ
れ
ら
を
相
続
し
、

所
有
者
と
し
て
登
記
さ
れ
た
人
に

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
来
年
の
一
月
一
日
ま
で

に
相
続
登
記
が
済
ん
で
い
な
い
場

合
は
、
相
続
人
全
員
が
共
同
で
納

税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
税
に
関
す
る
書
類
（
納
税
通

知
書
な
ど
）
を
受
け
取
る
代
表
者

を
決
め
、
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い

て
納
税
義
務
者
が
変
わ
る
と
い
う

場
合
は
、
金
融
機
関
な
ど
で
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
ポ
イ
ン
ト

・
課
税
の
基
準
日
は
一
月
一
日

・
所
有
者
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い

る
人
に
課
税

・
基
準
日
ま
で
に
相
続
登
記
で
き

な
い
場
合
は
届
け
出
を

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税

係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４

２
６
）
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大
矢
戸
の
西
側
、
天あ

ま

子ご

山や
ま

の
九

合
目
に
「
行
人
岩
」
と
呼
ば
れ
る

大
岩
が
あ
り
ま
す
。
間
口
約
二
十

二
c

、
奥
行
き
約
十
c

の
岩
室
が

あ
り
、
か
つ
て
は
多
く
の
行
者
が

修
行
に
訪
れ
た
そ
う
で
す
。

大
矢
戸
行
人
岩
保
存
会
は
、
こ

の
大
岩
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
見
直

し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
平
成
十
一
年
七
月
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は
地
元
の
人

な
ど
十
七
人
。
大
岩
ま
で
の
草
刈

り
を
は
じ
め
、
急
斜
面
の
階
段
作

り
や
ロ
ー
プ
張
り
、
案
内
表
示
板

の
取
り
付
け
な
ど
、
登
山
道
の
整

備
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
活
動
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん

の
人
と
知
り
合
え
る
の
が
一
番
の

楽
し
み
で
す
。
山
で
作
業
を
し
て

い
る
と
、
初
め
て
会
う
人
で
も
気

軽
に
声
を
掛
け
て
く
れ
る
ん
で
す

よ
。
中
に
は
会
話
が
弾
ん
で
止
ま

（１０）

大矢戸行人
ぎょうにん

岩
いわ

保存会

������������������������������������������������

ら
な
く
な
り
、
一
緒
に
頂
上
ま
で

登
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
」

と
会
長
の
高
尾
政
夫
さ
ん
。

訪
れ
た
人
た
ち
に
、
ゆ
っ
く
り

散
策
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

登
り
口
に
は
水
飲
み
場
を
、
山
中

に
は
休
憩
所
や
展
望
台
を

設
置
。
テ
ー
ブ
ル
や
い
す

の
材
料
は
周
囲
の
雰
囲
気

に
合
わ
せ
、
ス
ギ
の
間
伐

材
を
使
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
年
に
二
〜
三

回
、
参
加
者
を
募
っ
て
、

大
岩
の
歴
史
を
学
ぶ
探
訪

登
山
を
開
催
。
八
月
の
登

山
で
は
約
三
十
人
が
集
ま

り
、
大
矢
戸
の
歴
史
と
自

然
を
満
喫
し
た
そ
う
で
す
。

「
こ
の
辺
り
に
は
、
大

岩
の
ほ
か
に
も
石
の
遺
構

な
ど
の
文
化
財
が
数
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
地
域
に
伝
わ
る
宝

物
を
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
紹

介
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
会

員
の
皆
さ
ん
。
十
月
中
旬
に
も
大

岩
へ
の
登
山
を
予
定
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
高
尾
さ
ん

（
1
65
・
４
８
１
２
）
ま
で
。

地
域
の
宝
物
広
く
紹
介
し
た
い

今月のスナップ

税金Ｑ＆Ａ
その④

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
〒９１２－８６６６大野市天神町
１－１市役所情報広報課広報広聴
係（166・１１１１　内線４４１）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

うどん早食い競走
（平成大野屋まつり2003）



今
年
六
月
、
下
庄
小

学
校
の
五
年
生
と
保
護

者
が
、
日
ご
ろ
の
食
生

活
を
見
直
し
、
上
手
な

栄
養
の
取
り
方
を
学
ぼ

う
と
「
食
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
学

習
会
を
開
き
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招

き
、
栄
養
に
関
す
る
話
を
聞
い
た

ほ
か
、
簡
単
な
手
作
り
お
や
つ
の

紹
介
や
、
貧
血
予
防
に
良
い
食
品

な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
巡
り
食
へ
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
つ
「
野
菜
三
百
f

の
秘
密
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一

日
に
食
べ
る
と
良
い
野
菜
の
種
類

や
量
を
学
び
ま
し
た
。
十
種
類
の

野
菜
を
組
み
合
わ
せ
、
三
百
f

が

ど
れ
く
ら
い
の
量
に
な
る
か
を
目

で
確
認
。
さ
ら
に
調
理
し
た
後
の

量
を
確
か
め
る
た
め
、
野
菜
た
っ

ぷ
り
の
焼
き
そ
ば
を
み
ん
な
で
作

り
ま
し
た
。

ま
た
糖
度
計
を
使
っ
て
、
清
涼

2003.10  広報おおの （１1）
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飲
料
水
に
含
ま
れ
る
糖
分
の
量
を

測
定
。
実
際
に
同
じ
濃
さ
の
砂
糖

水
を
作
っ
て
飲
み
、
日
ご
ろ
か
ら

い
か
に
多
く
の
糖
分
を
取
っ
て
い

る
の
か
を
実
感
し
ま
し
た
。

「
一
日
に
、
あ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
野
菜
を
食
べ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た
」

「
こ
れ
か
ら
は
甘
い
も
の
を
減
ら

し
て
、
好
き
嫌
い
せ
ず
に
何
で
も

食
べ
よ
う
と
思
う
」
と
感
想
を
話

し
合
う
子
ど
も
た
ち
。
保
護
者
か

ら
は
「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。
家

庭
の
食
卓
で
も
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
今
後
も
親
子
で
食
の
大
切
さ

を
考
え
る
機
会
を
設
け
た
い
」
と

み
ん
な
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆

「食」の大切さ学ぼう

下庄小学校

大野市出身の著者による作品。
恋愛を描いた詩歌を集め、その解
説などを書いたものです。
歌人や俳人をはじめ、著名人に

よる短歌や俳句を選び、歌の背景
となった恋愛のさまやそのときの
作者の心境などを描いています。
著者は、この百年の間に作られた
数多くの恋愛を表現した詩歌が、
詩歌の世界全体の中でも重要な位
置にあると伝えています。
※著者による講演会や作品の一部
をテキストにした読書会「奥越
合同読書大会」を開催します。
詳しくは「お知らせ」ページで

『刹那
せ つ な

の恋、永遠（とわ）の愛』

え
る
の
は
人
。
実
際
、
田
ん
ぼ
の

水
管
理
や
草
刈
り
な
ど
、
人
の
力

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
仕
事
が
結

構
多
い
ん
で
す
よ
」

現
在
、
ア
バ
ン
セ
乾
側
に
加
入

し
て
い
る
農
家
は
百
五
十
一
戸
、

水
田
面
積
は
二
百
k

を
超
え
た
そ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
ぐ
る

み
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、
今

年
七
月
、
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
前
向

き
に
取
り
組
み
、
よ
り
良
い
も
の

を
作
ろ
う
と
頑
張
っ
た
こ
と
が
受

賞
に
つ
な
が
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
農
業
を
通
し
て

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
さ
ら

に
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono. fukui. jp

西
川
文
人
さ
ん
は
、
農
事
組
合

法
人
ア
バ
ン
セ
乾
側
の
代
表
を
務

め
て
い
ま
す
。

ア
バ
ン
セ
乾
側
は
、
全
国
で
も

珍
し
い
複
数
の
集
落
に
ま
た
が
る

農
事
組
合
法
人
で
す
。
県
外
向
け

出
荷
量
で
全
国
二
位
の
実
績
を
誇

る
種
も
み
（
イ
ネ
の
種
子
）
を
は

じ
め
、
オ
オ
ム
ギ
や
ソ
バ
な
ど
の

ア
バ
ン
セ
乾
側
の
代
表
と
し
て
頑
張
る

西
川
文
人
さ
ん
（
62
歳
・
牛
ヶ
原
）

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
平
成
元
年
か
ら
乾
側
地
区
で

ほ
場
整
備
が
始
ま
り
、
八
年
ご
ろ

に
は
半
分
以
上
の
田
ん
ぼ
が
一
k

よ
り
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ほ
ど
の
面
積
に
な
る
と
、
小
さ
な

機
械
で
は
効
率
的
な
作
業
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
地
区
が
ま

と
ま
っ
て
、
大
規
模
農
業
が
で
き

な
い
か
と
考
え
た
ん
で
す
よ
」

組
合
の
設
立
に
向
け
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
農
家
か
ら
意
見
を
聞

こ
う
と
、
四
十
回
以
上
の
検
討
会

を
開
催
。
何
度
も
計
画
を
練
り
直

し
、
二
年
近
く
か
け
て
合
意
の
輪

を
広
げ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

「
す
べ
て
の
農
家
が
意
欲
を
持

っ
て
参
加
で
き
る
組
織
づ
く
り
を

心
掛
け
ま
し
た
。
い
く
ら
機
械
化

が
進
ん
で
も
、
や
は
り
農
業
を
支

正津
しょうづ

勉
べん

著　河出書房新社刊
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高校生が子育て体験
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話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

阪谷でふるさとクラブ開催

勝原線で乗合タクシー試行

8月から路線バス勝原線で、乗合タクシーの試
行が始まりました。区間は越前大野駅から唯野・
木落までの約13㌔で、予約に応じて1日6本を運
行。11月20日までの期間中、利用実態の調査を
行います。

地域の良さを知りふるさとを愛する子どもに育って
もらおうと市シルバー人材センターが行っている「ふ
るさとクラブ」が、阪谷地区で初めて開かれました。
児童ら14人が空き缶を使った昔の遊びや焼き物づく
り、料理教室など幅広い内容を体験していました。

子育て交流ひろば「ちっくたっく」で8月22
日～24日、広場を利用する親子と高校生との
交流会が開かれました。生徒らは子どもと一緒
に遊んだり、お母さんから話を聞いたりしなが
ら子育ての大切さや楽しさを学んでいました。

交通安全楽しく学ぶ

9月の高齢者交通安全推進月間にちなんで市内8地
区で「シルバー・セーフティ・カレッジ（高齢者安
全大学）」が開かれました。川柳作りやパズルなど
を通して、交通事故から身を守るための心構えや交
通マナーなどを楽しみながら学んでいました。

市美展　力作ずらり

8月22日～24日、第24回大野市美術展が
有終会館で開かれました。絵画や写真、書
道など、市内外から出品された5部門238点
のバラエティーに富んだ作品を、大勢の人
たちがじっくりと鑑賞していました。
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身近な話題をお知らせください。

話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

中小企業大学校が実習

中小企業大学校（国の研修機関）による「中小
企業診断士養成課程」の総合実習が、当市を会場
に行われました。研修生48人が6つの部門に分か
れ、商工業の現状や消費者動向、観光に関する内
容などについて調査や総合診断を行いました。

9月の第3月曜日の「敬老の日」や老人週間に
ちなんで、北部児童センターでおはぎづくりなど
が行われました。

児童とお年寄り交流

陸上競技で記録に挑戦
奥越ふれあい公園で9月7日、第5回奥越地区陸上

記録会が行われました。小学生から大人までたくさ
んのアスリート（陸上競技者）が、それぞれの種目
に挑戦。さわやかな汗を流していました。

大野屋で多彩イベント
全国の大野さんと市民とが交流を深める

「平成大野屋まつり2003」が9月14日に開催
されました。オープニングを祝うもちまきや
一風変わった紙芝居、ちびっこたちによるの
ど自慢や大野初登場のスポーツ吹き矢など、
さまざまなイベントを楽しむ人たちでにぎわ
いました。

タンザニアの自然や動物を紙で表現した展示会
「紙はおもちゃ箱」が、8月20日～28日に平成大野
屋平蔵で開かれました。会場には、ジャングルや草
原を再現した縦4㍍、横8㍍の立体模型を中心に、
さまざまな動物たちがずらり。大勢の家族連れなど
が訪れ、楽しそうに見入っていました。

紙を使って大自然



で
す
。
納
付
期
限
か
ら
２
年
以
上

経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
福

井
社
会
保
険
事
務
所
（
1
０
７
７

６
・
23
・
１
０
０
２
）
ま
で
再
発

行
を
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
年
金
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
５
）

市
で
は
、
市
税
の
納
付
に
口
座

振
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
申

し
込
め
ば
、
納
期
の
た
び
に
納
め

に
出
か
け
る
必
要
が
な
く
、
指
定

さ
れ
た
口
座
か
ら
税
額
を
振
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
る
大
変
便
利
な

制
度
で
す
。

申
し
込
み
は
、
口
座
が
あ
る
市

内
の
金
融
機
関
・
農
協
・
郵
便
局

で
、
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

の
翌
月
末
日
か
ら
振
り
替
え
を
開

始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納

税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
申
込
書
に
組
合
長
の
確
認
印

を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
収
税
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
１
）

対
象

越
前
大
野
駅
で
回
数
券
を

購
入
、
ま
た
は
５
人
以
上
の
団

体
で
乗
車
券
を
購
入
し
た
市
民

助
成
額

・
回
数
券

利
用
区
間
の
回
数
券

購
入
費
の
３
割

・
団
体
（
５
人
以
上
の
場
合
）
利

用
区
間
の
運
賃
の
５
割

申
請
（
印
鑑
が
必
要
で
す
）

・
回
数
券

購
入
日
よ
り
１
年
以

内
に
、回
数
券
の
最
終
券（
表

紙
）
を
提
示
し
て
申
請

・
団
体
（
５
人
以
上
の
場
合
）

越
前
大
野
駅
で
発
行
さ
れ
る

証
明
書
を
提
示
し
て
申
請

※
証
明
書
の
発
行
で
駅
の
窓
口

が
込
み
合
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
乗
車
券
は
な
る
べ
く
前

日
ま
で
に
購
入
し
ま
し
ょ
う

申
請
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午

後
２
時
（
時
間
厳
守
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環

境
課
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

４
６
３
）
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●
西
里
団
地

規
格

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数

２
戸

家
賃

月
額
６
７
０
０
円
〜
１

万
１
２
０
０
円

●
中
挾
団
地

規
格

２
Ｄ
Ｋ
風
呂
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数

１
戸

家
賃

月
額
８
３
０
０
円
〜
３

万
３
０
０
円

資
格

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
締
切
日

10
月
24
日
m

そ
の
他

町
家
住
宅
も
空
家
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
６
）

●
平
成
15
年
度
地
価
公
示
の
閲
覧

土
地
を
売
買
す
る
と
き
は
、

ま
ず
地
価
公
示
価
格
・
地
価
調

10月

査
価
格
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

関
係
書
類
は
、
市
役
所
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

●
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が
必
要

国
土
利
用
計
画
法
で
は
一
定

面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
す
る

場
合
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
二
週
間
以
内
に
、
土
地

の
取
得
者
が
、
土
地
の
所
在
す

る
市
町
村
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
土
地
の
利
用
目

的
が
不
適
切
な
場
合
、
利
用
目

的
の
変
更
勧
告
が
あ
り
、
そ
れ

に
従
わ
な
い
場
合
は
、
公
表
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

秘
書
政
策
課
政

策
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

４
３
２
）

国
民
年
金
に
は
、
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
、
保
険

料
の
全
額
ま
た
は
半
額
を
免
除
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

半
額
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

残
り
の
半
額
（
６
６
５
０
円
）
を

納
め
な
い
と
未
納
期
間
と
な
り
ま

す
。
年
金
を
受
け
る
た
め
の
受
給

資
格
期
間
や
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
に
も
影
響
し
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末

（１4）

便
利
で
す

市
税
の
口
座
振
替

税
務
課

国
民
年
金
の
免
除
制
度

市
民
課

特別永住者などへの
弔慰金・見舞金の支給

特別永住者として日本に住んでいる旧軍人、軍属など
であった皆さんに弔慰金・見舞金が支給されます。
対象 平成12年7月7日以後の公務傷病により次の各項
目に該当する人
①昭和16年12月8日以降に死亡した人の遺族
②重度障害の状態にある戦傷病者（重度戦傷病者）
③平成13年3月31日以前に死亡した重度戦傷病者の遺
族（①を除く）

支給内容 上記の①または③に該当する人は弔慰金260
万円、②に該当する人は見舞金など400万円
申請期限 平成16年3月31日
その他 恩給法や戦傷病者戦没者遺族等援護法などの給
付を受けた人がいる場合は受給できません
申請・問い合わせ先

福祉課社会福祉係（166・1111内線471）

九
頭
竜
線
利
用
に
助
成
金

生
活
環
境
課

10
月
は
土
地
月
間

秘
書
政
策
課

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

G
G
G
G
G
G
G
G
G



講
師

松
田
一
夫
さ
ん
（
福
井
県

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
）

演
題

こ
れ
で
快
腸
、
が
ん
予
防

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
65
・
７
３
３
３
）

健
康
体
操
や
料
理
講
習
な
ど
を

通
し
て
、
日
常
の
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
10
日
i
午
前
９
時
〜

午
後
２
時

場
所

有
終
会
館

参
加
料

無
料

申
込
締
切
日

10
月
20
日
i

2003.10  広報おおの

場
所

天
神
館
（
社
会
福
祉
協
議

会
横
）

行
政
相
談
委
員

吉
田
と
み
子
さ

ん
（
本
町
３
―
１
1
66
・
３
２

６
１
）
▼
三
宅
嵩
さ
ん
（
天
神

町
７
―
４
1
65
・
０
５
８
４
）

対
象

１
年
以
上
市
内
に
住
ん
で

い
て
、
い
わ
ゆ
る
難
病
の
治
療

で
平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
に

６
カ
月
以
上
、
入
院
や
通
院
を

継
続
し
て
い
る
人
ま
た
は
継
続

す
る
見
込
み
の
人

申
請
期
限

10
月
31
日
m

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ

ン
タ
ー
（
1
65
・
７
３
３
３
）

新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
に
は
、

登
録
と
予
防
注
射
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
死
ん
だ
場
合
や

他
人
に
譲
っ
た
場
合
も
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
毎
年

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
開
業

獣
医
師
か
ら
注
射
を
受
け
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
注
射
済
票
の
交
付
を

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
65
・
７
３
３
３
）

●INFORMATION

（１5）

日
時

10
月
17
日
m
午
後
１
時
30

分
〜

場
所

文
化
会
館

講
師

社
繁
亭

し
ゃ
は
ん
て
い

倍
蔵

は
い
ぞ
う

さ
ん

参
加
料

無
料

※
来
場
者
全
員
に
粗
品
を
進
呈

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

（
1
65
・
１
１
１
１
内
線
４
６
４
）

日
時

10
月
31
日
m
午
後
７
時
〜

場
所

有
終
会
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
65
・
７
３

３
３
）

日
時

11
月
15
日
n
午
後
１
時
〜

場
所

図
書
館

内
容

読
書
会
と
講
演
会

講
師

正
津
勉
さ
ん

演
題

百
年
の
恋
の
詩
歌

※
テ
キ
ス
ト
は
問
い
合
わ
せ
先

に
て
配
布

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

図
書
館
（
1
65
・
５
５
０
０
）

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

日
時

10
月
23
日
〜
12
月
25
日

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
30
分
（
全
10
回
）

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

対
象

15
〜
35
歳
の
勤
労
青
少

年
で
、
以
下
の
条
件
を
満
た

す
人

・
自
宅
に
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る

・
ロ
ー
マ
字
入
力
が
で
き
る
　

・
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
本
操

作
が
で
き
る

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
が

で
き
る

参
加
料

１
５
０
０
円
〜
２
０

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
締
切
日

10
月
17
日
m

そ
の
他

空
き
が
あ
る
場
合
、

締
切
日
以
降
に
対
象
を
拡
大

●
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

日
時

11
月
７
日
〜
12
月
12
日

毎
週
月
・
金
曜
日
午
後
７
時

30
分
〜
（
全
10
回
）

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象

一
般
男
女

定
員

20
人

参
加
料

５
０
０
円

持
ち
物

内
ズ
ッ
ク
、
タ
オ
ル

申
込
締
切
日

10
月
31
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
1
65
・

７
２
２
１
）

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
官
公

署
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意

見
、
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

全
国
五
千
人
の
行
政
相
談
委
員

は
、
皆
さ
ん
か
ら
官
公
署
の
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
な
ど
を
お
聞
き

し
て
い
ま
す
。

相
談
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

定
例
行
政
相
談
日

毎
月
第
１
・

３
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

奥
越
合
同
読
書
大
会図

書
館

各
種
教
室
の
生
徒
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

健
康
づ
く
り
講
演
会

保
健
セ
ン
タ
ー

公共下水道事業　審議会の委員を募集

犬
の
登
録

保
健
セ
ン
タ
ー

特
別
見
舞
金
の
支
給

保
健
セ
ン
タ
ー

公共下水道に関する事項を調査審議する「公共下
水道事業審議会」の委員を募集します。
募集人数 2人
応募資格 市内に住む20歳以上の人で、公共用水域
（河川や海域、公共に使われる水路など）の保全
に関心がある人
応募方法 ４００字詰め原稿用紙２枚以内に、下水
道事業や汚水処理についての考え、公共用水域の
保全について日ごろ感じていることなどをまとめ
たものと、履歴書を提出（郵送可）
応募締切日 10月31日m午後5時
任期 平成15年12月から2年間
会議日程 原則として平日の昼間または夜間に、年
2回程度の開催を予定
応募・問い合わせ先
〒912－8666 大野市天神町1－1
下水道課管理普及係（166・1111内線292）

落
語
に
よ
る

悪
質
商
法
講
演
会

生
活
環
境
課

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21

参
加
者
を
募
集

若
葉
会

10
月
20
日
〜
26
日

秋
の
行
政
相
談
週
間

総
務
課
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空
気
が
な
ん
と
な
く

ざ
わ
め
い
て
い
る
と
思

っ
た
ら
、
や
が
て
ポ
ン

ポ
ン
と
体
育
大
会
の
の●

ろ
し

●

●

が
響
い
た
。
こ
れ

ら
子
ど
も
の
歓
声
や
応

援
風
景
を
や
か
ま
し
い
と
思
う
人
は
少
な
い
だ

ろ
う
。
い
つ
の
時
代
で
も
、
ほ
ほ
笑
ま
し
い
も

の
の
代
表
で
あ
る
▼
そ
の
体
育
大
会
が
近
ご
ろ

は
少
し
様
変
わ
り
し
て
き
た
▼
秋
季
行
事
の
定

番
だ
っ
た
が
、
学
校
五
日
制
に
よ
る
行
事
の
調

整
で
春
に
催
す
学
校
が
増
え
て
き
て
い
る
▼
子

ど
も
が
走
り
は
じ
め
る
と
同
時
に
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
を
持
っ
た
親
が
晴
れ
姿
を
撮
ろ
う
と
走
り
回

り
、
ゴ
ー
ル
で
は
デ
ジ
カ
メ
や
携
帯
電
話
カ
メ

ラ
の
放
列
を
敷
く
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
る
か

ら
と
、
ず
う
ず
う
し
く
前
に
出
る
人
が
多
く
な

っ
た
▼
昔
は
体
育
大
会
の
昼
休
み
に
、
家
族
み

ん
な
で
手
作
り
の
弁
当
を
広
げ
て
食
べ
る
の
が

大
き
な
楽
し
み
だ
っ
た
。
今
は
共
働
き
の
家
庭

が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
は
給
食
を
食
べ

に
教
室
へ
、
親
や
祖
父
母
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
市

販
の
弁
当
を
広
げ
る
▼
こ
れ
ま
で
も
見
ら
れ
た

傾
向
で
非
常
に
強
く
な
っ
て
き
た
現
象
。
子
ど

も
の
体
力
が
ひ
弱
に
な
っ
て
き
た
。
騎
馬
戦
や

組
み
体
操
な
ど
が
危
険
な
競
技
が
な
く
な
り
、

個
人
競
技
よ
り
も
団
体
競
技
が
多
く
な
っ
た
▼

か
つ
て
は
徒
競
走
で
負
け
て
も
障
害
物
競
走
で

は
勝
て
る
か
も
し
れ
な
い
。
体
力
で
劣
っ
て
い

れ
ば
、
体
力
を
付
け
る
、
体
力
以
外
で
カ
バ
ー

す
る
な
ど
と
考
え
た
も
の
だ
。「
か
け
っ
こ
で

は
い
つ
も
ビ
リ
」
と
子
ど
も
の
こ
ろ
を
懐
か
し

む
人
も
い
る
。
勝
負
に
こ
だ
わ
る
こ
と
か
ら
人

生
の
生
き
方
も
学
ん
だ
と
思
う
の
だ
が
…
（
安
）

梅
田
修
一
郎
氏
宅
（
本
町
四
―
三
）

本
町
通
り
に
面
し
、
石
灯
籠
通
り
か
ら
北
へ
三
軒

目
に
位
置
。
明
治
三
十
二
年
の
大
火
後
に
建
築
さ
れ

た
も
の
で
、
一
階
の
格
子
や
白
漆
喰

し
ろ
し
っ
く
い

の
壁
、
笄
庇

こ
う
が
い
び
さ
しな

ど
大
野
の
町
家
ら
し
い
建
物
で
す
。

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数
人　　　口

男
女

８月中の異動

９月１日現在
11,929世帯
39,815人
19,041人
20,774人

前　月　比
－11世帯
－23人
1人

－24人
転 入
転 出

81人
91人

出 生
死 亡

19人
32人

総　件　数
件　数
死　者
傷　者

物 損 事 故

件 数 内 訳

441件
92件
2人

140人
349件

平成15年
８ 月 末 比 較平成14年

８ 月 末

390件
113件
5人

142人
277件

＋51件
－21件
－3人
－2人
＋72件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、
平
成
十
四
年
度
に
出
さ
れ

た
燃
や
せ
る
ご
み
の
半
分
以
上

が
紙
類
。
そ
の
中
に
は
分
別
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
源
ご
み

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も

の
が
た
く
さ
ん
見
受
け
ら
れ
る

と
か
…
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ

れ
ば
ご
み
。
ま
ず
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

打
波
川
の
上
流
、
願
教
寺
山

の
ふ
も
と
に
位
置
す
る
刈
込
池

は
、
そ
の
昔
、
泰
澄
大
師

だ
い
ち
ょ
う
だ
い
し

が
白

山
山
頂
付
近
の
千
蛇
ケ
池

せ
ん
じ
ゃ
が
い
け

に
す

ん
で
い
た
大
蛇
を
封
じ
込
め
た

と
い
う
伝
説
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
周
囲

が
約
四
百
c

で
水
深
は
最
大
約

四
・
五
c

。
周
り
の
樹
木
や
山

々
を
神
秘
的
に
映
す
湖
で
す
。

大
野
え
え
と
こ
⑲

宇
野
秀
雄
氏
宅
（
本
町
三
―
四
）

本
町
通
り
に
面
し
、
石
灯
籠
通
り
か
ら
南
へ
二
軒

目
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
昭
和
二
年
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
美
し
い
白
漆
喰
の
壁
や
格
子
、
外
観
と
調

和
し
た
看
板
な
ど
が
印
象
的
な
建
物
で
す
。

平成13年度から市が認定している、将来に残していき

たいと思う大野らしい建築物や自然などを紹介します。

⑦




